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特 集

赤十字奉仕団の足跡を訪ねて

れっどくろすNews  &  Topics

いのちを救う赤十字の講習

活動資金協力者（社）・団体のご紹介

平成２５年度

東京都支部 活動資金の使途報告

大森～馬池洗

東京都内の赤十字施設紹介

C�n��nt�
2014
Summer

武蔵野赤十字病院
大森赤十字病院
葛飾赤十字産院
東京都赤十字血液センター

NT に関するご意見・ご感想をお待ちしています。

お寄せいただいた方のうち、抽選で５名様に

㈱日赤サービス提供の今治産「クロスタオル」

をプレゼント！

①氏名②住所③性別④年齢⑤連絡先⑥本誌入手場所

を明記し、NT事務局までご応募ください。

今号のプレゼント

表紙写真大募集！

NTの表紙をあなたが撮った都内の風景写真

で飾ってみませんか？写真がお好きな方、

腕に覚えがある方、奮ってご応募ください。

写真データは、①氏名②住所③連絡先④撮影

日⑤写真解説 (50 字程度 ) を明記し、CD等

に保存するか、電子データでNT事務局まで

お送りください。

編集部からのお知らせ

〒169-8540　新宿区大久保 1-2-15
T E L    ：03-5273-6747
E-mail：kikaku@tokyo.jrc.or.jp

応募・問合せはNT事務局まで
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昭和 2年（1927）～平成 3年（1991）
写真提供：ぼくの近代建築コレクション

日本赤十字社東京都支部旧庁舎

日
本
赤
十
字
社
の
使
命 

わ
た
し
た
ち
は
、

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
を
結
集
し
、

い
か
な
る
状
況
下
で
も
、

人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
り
ま
す
。
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絶賛発
売中！

表裏

まいせん

※現在、跡地には東京国際フォーラムがそびえる
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円1,795,512,347
総 支 出 額

看護師等の養成

活動の運営管理

割合

献血推進

社員の加入促進

広報活動

社会福祉施設の運営

積立金（災害時資金・施設整備）

社屋修繕

事業の種類

3.5％救急法等の講習普及
S a f e t y  S e r v i c e s 9.2％奉仕団・青少年赤十字

Red Cross volunteers & Junior Red Cross

大切な人を「守りたい」と思う気持ちは誰もが持っている強い感情です。

しかし、大切な人が脅威に晒されたときに生まれる「救いたい」という感情は

更に強いものになります。

人のいのちを救う活動の中には感動や笑顔が存在します。

しかし、悲しみや絶望を伴うことも少なくありません。

そんなとき、「苦しんでいる人を救いたい」という思いを

共有してくださる皆様のご支援が

誰かの大切な人のいのちを救う大きな力になります。

私たちに託していただいた思いをカタチにするために

赤十字はこれからも前進を続けます。

赤十字活動資金へのご協力
誠にありがとうございます

平成25年10月に発生した伊豆大島台風災害

において、現地に到着した救援車両

人のつながりで大きな力を生み出す

赤十字の精神を次世代につなげる

いのちを救う知識と技術を普及する

年度平成 25 活動資金の使途報告東京都支部

赤十字の総合力で脅威からいのちを救う

詳しくは東京都支部のホームページをご覧ください



06

日本赤十字社東京都支部

支部長　舛添　要一

4 月 12 日（土）19 時頃、あきる野市乙津で
発生した車両火災の初期消火に努めた、東
京都赤十字血液センターの乙訓 高一（おと
くに たかいち）推進課長と近所に住む高校
生に、秋川消防署から感謝状が贈呈されま
した。

血液センター職員が人命救助で表彰 今
回
の
結
果
は
、
日
頃
の
訓
練
で
積
み
重
ね
た
地
域
住
民
の
高
い
防
災

意
識
や
連
携
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

日本赤十字社東京都支部支部長への就任に
当たり一言ご挨拶申し上げます。
皆様には、日頃から赤十字事業に深い関心
を寄せられ、支部事業の発展にお力添えを
賜っておりますことに心から感謝申し上げ
ます。
日本赤十字社は、「いかなる状況下でも、人
間のいのちと健康、尊厳を守る」という使
命のもと、世界各地で発生する自然災害や
紛争などで傷つき苦しむ人々に、国際赤十
字の一員として連携して救援活動を行って
います。
また、国内においては、災害救護をはじめ、
救命・応急手当を指導する救急法等講習事
業、青少年赤十字事業および医療・血液・
社会福祉事業など広範多岐にわたる事業を
展開しています。
東京都支部では、本年度から「都民を守り、
支える赤十字を目指して」をテーマとする

中期重点事業に取り組んでおります。
具体的には、首都直下地震をはじめとする
大規模地震災害に備えるため、地域の減災
力向上を支援する取り組みとして、市民や
企業を対象とした「赤十字減災セミナー」
や児童・生徒を対象とした「災害学習プロ
グラム」をさらに推進するとともに、新た
に自主防災組織の活性化を支援する事業と
して、セミナーの実施や災害救護用資材の
整備を行います。東京都支部は、日本赤十
字社の使命の達成に向けて職員一同全力を
挙げて各事業に取り組んでまいります。
赤十字事業の推進のためには、赤十字社員
（会員）ならびに寄付者の皆様、赤十字ボラ
ンティアや献血者をはじめ、都民の皆様か
らのご支援とご協力が必要不可欠となりま
す。
皆様のさらなるご支援とご協力をお願い申
し上げまして、就任の挨拶といたします。

支 部 長 就 任 の ご 挨 拶

自宅で大きな音を聞いて外に出たところ、
家の前のガードレールにぶつかっている車
両を発見しました。パチパチと音を立てて
燃えていたため、すぐに１１９番通報し、
隣家に連絡して消火栓に急行しました。

Q 発見当時の状況は？

消火栓から出火元まで距離がありましたが、
近所の方がホース延長や消火栓のノズルを
準備してくれたおかげで消化活動がスムー
ズに行えました。長年、消防団活動をして
きましたが、迅速な行動ができたのは地域
住民の方々のチームワークのおかげです。

幸いケガ人や付近への延焼拡大もなく、車
両だけの被害で済んでよかったです。今後、
災害等の発生時に孤立する可能性が高い山
間部では「地域力」が重要です。赤十字職
員として、また一市民として地域防災の一
助となるように取り組んで行きたいです。

Q 迅速な消火活動ができた理由は？ Q 活動を振り返って？
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日本赤十字社東京都支部では、１人でも多

くの皆様に赤十字活動へのご理解とご協力

をいただくため、「赤十字運動月間」であ

る５月を中心に、都内全域で赤十字社員募

集運動を実施しました。ＪＲや私鉄各社の

駅頭では、赤十字奉仕団員が活動紹介用の

リーフレットを配布し、赤十字活動への

気軽に参加できるミニ講習や普段見る機会
のない献血した血液の製造・検査の様子を
見学できます。無料で講習を受けられるこ
の機会に是非ご参加ください。

開催日：9月 13 日 ( 土 )
場　所：東京都赤十字血液センター
費　用：無料
お問合せ　日本赤十字社東京都支部
救護課講習係 03-5273-6746 まで

災害への備えに関する疑問にお答えしなが
ら、親子で楽しく学ぶことができるプログ
ラムをご用意しています。夏休みの自由研
究で減災について考えてみませんか？

開催日：8月 23 日 ( 土 )
場　所：日本赤十字社東京都支部
費　用：１人につき保険料 100 円
お問合せ　日本赤十字社東京都支部
救護課講習係 03-5273-6746 まで

開催日：8月 12 日 ( 火 ) ~ 14 日 ( 木 )
場　所：東京国際フォーラム
費　用：無料（当日整理券を配布）
お問合せ　東京都赤十字血液センター
企画課 03-5534-7530 まで

『献血した血液ってどうなるの？』あなた
も白衣を着て、血液センター職員の仕事を
体験しよう！献血した血液（ダミー）を検
査し、病院に届けるまでを楽しく学べます。

ご理解とご協力を求めるとともに、活動資

金へのご協力を呼びかけました。そのほか、

戸別訪問による活動資金の募集や区・市役

所や公共施設、地域のイベント会場などで

赤十字活動紹介を行いました。当支部は、

皆様からの活動資金をもとに都民を守り支

えるための活動を続けてまいります。

１

2 インターネットでのご協力

郵便局・銀行でのご協力

3 口座振替によるご協力

赤十字活動資金へのご協力方法

郵便局や銀行に活動資金協力専用口座を開

設し、専用の振込用紙をご用意しています。

ホームページからクレジットカード決済も

可能です。（１回 2,000 円以上）

預金口座振替（自動引き落とし）の利用も

できます。（1回 2,000 円以上）

東京都支部への資金協力は、様々な方法が

あります。詳しくは東京都支部ホームペー

ジをご覧いただくか、東京都支部振興課

03-5273-6743 までご連絡ください。

赤十字活動資金へのご協力ありがとうございます。

つながるいのちいのちのち

キッズジャンボリー 2014

災害に強い家族になる
親子で減災セミナー

世界救急法の日に学ぼう！

赤十字フェスタ inTokyo

この夏、赤十字ならではのイベントに参加しませんか？
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都
営
地
下
鉄
浅
草
線
の
西
馬
込
駅

を
降
り
、
住
宅
街
の
坂
道
を
登
っ
て

い
く
と
あ
ら
わ
れ
る
の
が
「
大
田
区

立
郷
土
博
物
館
」。

　
大
森
貝
塚
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

遺
跡
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
田

区
の
歴
史
に
関
わ
る
各
種
資
料
が
こ

の
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
3

階
に
は
、『
馬
込
文
士
村
』
と
後
に
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
馬
込
の
土

地
に
親
し
ん
だ
多
く
の
文
人
や
画
家

の
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

入場
無料

文
士
の
い
ぶ
き
を

　
　
　
　
現
代
に
伝
え
る

Folk Museum Ota City

日
蓮
聖
人
入
滅
の
地

池
上
本
門
寺

Ikegami honmonji temple

1819

入場
無料

〒143-0025 
大田区南馬込 5-11-13
03-3770-1070

　
馬
込
に
多
く
の
文
士
が
集
ま
っ
て

き
た
の
は
大
正
〜
昭
和
初
期
。
馬
込

界
隈
に
住
ん
で
い
た
文
士
は
、
ざ
っ

と
あ
げ
て
み
る
だ
け
で
も
、
尾
崎
士

郎
と
宇
野
千
代
、
萩
原
朔
太
郎
、
川

端
康
成
、
北
原
白
秋
な
ど
多
士
済
済

で
す
。
そ
の
中
に
は
今
号
で
特
集
し

た
村
岡
花
子
の
名
前
も
あ
り
、
こ
れ

ら
文
士
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
自
筆
原
稿
や
遺
品
な
ど
が
常
設

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
9
月
に
は
馬
込
文
士
村
の

特
別
展
も
予
定
。
ゆ
っ
く
り
と
館
内

を
眺
め
な
が
ら
、
文
学
の
世
界
を
感

じ
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

大
田
区
立

　
郷
土
博
物
館

　
池
上
本
門
寺
に
最
も
近
い
東
急
池

上
線
の
池
上
駅
。
3
両
編
成
の
電
車

が
停
車
す
る
駅
は
都
会
に
あ
り
な
が

ら
も
ど
こ
か
ロ
ー
カ
ル
線
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
池
上
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
五
反
田
駅
・
蒲
田
駅
を
除
く
と

最
も
昇
降
客
数
が
多
い
駅
。
東
急
池

上
線
（
そ
の
前
身
の
池
上
電
気
鉄
道
）

が
、
最
初
は
池
上
本
門
寺
へ
の
参
拝

者
の
た
め
に
開
業
し
た
こ
と
を
思
え

ば
そ
れ
も
納
得
だ
。

　
駅
か
ら
延
び
る
参
道
を
10
分
ほ

ど
歩
く
と
見
え
て
く
る
の
が
、
安

藤
広
重
の
江
戸
百
景
に
も
描
か
れ

た
「
総
門
」、
そ
し
て
そ
の
先
に
は

96
段
の
此
経
難
持
坂
（
し
き
ょ
う
な

ん
じ
ざ
か
）
が
。
歩
き
な
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
地
元
の
方
の
背
中
を
追
い

な
が
ら
上
り
詰
め
る
と
、
仁
王
門
の

先
に
「
大
堂
」
が
見
え
て
く
る
。

　
日
蓮
宗
の
宗
祖
で
あ
る
日
蓮
聖
人

が
入
滅
さ
れ
た
（
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
）
こ
の
土
地
に
池
上
本
門
寺

が
建
て
ら
れ
た
の
は
鎌
倉
時
代
。
そ

ん
な
歴
史
あ
る
境
内
に
は
参
拝
者
だ

け
で
な
く
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

る
人
も
見
ら
れ
、
一
般
客
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
五
重
塔
や
梅
園
な
ど

の
見
ど
こ
ろ
も
多
く
あ
り
、
7
百
年

以
上
に
わ
た
り
地
域
の
中
心
に
あ
り

続
け
て
い
る
。

vol.2

「村岡花子さん」が

過ごしたまち

「
文
学
散
歩
」

大田区立郷土博物館
午前９時00分～午後５時
毎週月曜日、年末年始、臨時休館あり
都営地下鉄浅草線西馬込駅から徒歩7分
京浜東北線大森駅から「荏原町駅入口」行きバス11分
　　　　　　　　　　　　　万福寺前停留所下車徒歩2分

開館時間
休館日
アクセス

〒146-8576 
東京都大田区池上 1-1-1
03-3752-2331

午前５時30分～午後５時（回向は午前10時～午後３時）
無休
都営地下鉄浅草線西馬込駅から徒歩12分
東急池上線池上駅から徒歩10分

開館時間
休館日
アクセス

①　馬込文士村に関する常設展。時代を彩った文士達の品が並ぶ
②　常設展の一角にある村岡花子コーナー
③　その他大田区の民俗やモノづくりに関する展示も
④　建物外観
※博物館の許可を得て特別に撮影しています。また、常設展の内容は変更されることがあります。

①
②

③ ④

山王草堂記念館（大田区山王 1-41-21）

戦後再建された大堂

此経難持坂（しきょ
うなんじざか）。加
藤清正公が寄進した
96 段の石段。名称
は『妙法蓮華経』見
宝塔品第十一、此経
難持の偈文 96 字に
ちなんでいる

日蓮聖人像。近くに
は関東大震災で亡く
なった方の供養碑も

上：

左：

右：

大森 ～ 馬池洗

　

京
浜
東
北
線
の
大
森
駅
西
口
を
出
る
と
正
面
に
鬱
蒼
と
茂
る
森
が
目
に
入

る
。
そ
の
入
口
に
は
、
こ
の
地
域
で
活
躍
し
た
文
士
た
ち
の
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら

れ
、
そ
の
脇
に
は

「馬
込
文
士
村 

散
策
の
道
」
と
の
看
板
が
あ
る
。
大
正
末

か
ら
昭
和
初
期
を
中
心
に
戦
前
の
頃
ま
で
、
多
く
の
小
説
家
や
画
家
な
ど
が

こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら

『馬
込
文
士
村
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

こ
の
界
隈
で
は
今
も
残
る
旧
宅
や
解
説
版
等
を
巡
り
往
時
に
思
い
を
馳
せ
る

ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
散
策
に
あ
た
って
注
意
し
た
い
の
は
坂
道

が
多
い
こ
と
。
非
常
に
入
り
組
ん
だ
地
形
の
た
め
昔
か
ら

「九
十
九
谷
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
「闇

（く
ら
や
み
）
坂
」
に

「臼
田
坂
」、
「鐙

（あ
ぶ
み
）

坂
」
や

「汐
見
坂
」
な
ど
名
の
あ
る
坂
か
ら
名
も
な
き
坂
ま
で
多
種
多
様
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
坂
道
ま
で
含
め
て
こ
の
馬
池
洗

（馬
込

・
池
上

・
洗
足
地
域
の
総

称
）
は
、
緑
や
水
、
史
跡
が
多
い
散
策
に
格
好
の
エ
リ
ア
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
夏
の
こ
の
時
期
は
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
。

大森駅そばの文士村レリーフ

多くの文士が住んでいたことを改めて
感じる。今号で取り上げた村岡花子さ
んもこの中に。見つけられるだろうか。

住宅街の中の文士の解説版

歩いていると本当に突然現れること
に驚くが、それほど地域に根付いて
いるということだろう。

まさに“九十九谷”

この地域は武蔵野台地の東端に
あたるため、幹線道路から生活道
路に至るまで様々な坂道がある。

ま 

い 

せ 

ん

ま い せ ん



【本社・支部】

セーフティプログラム補償制度

日本赤十字社の本社及び各都道府県支部が開
催する救急法等の講習会 ( 資格継続研修を含
む）における受講者等の事故を補償する保険

日本赤十字ボランティア（赤十字奉仕団員・JRC メン
バー、防災ボランティア等）と青少年赤十字等指導者の
事故を対象とする保険

赤十字ボランティア保険

　日赤振興会は、「安心と信頼のパートナー」として、日本赤十字社の事業に関する様々な保険を
取り扱っています。ボランティア活動中や、各種講座の受講中のケガなども対象になりますので、
詳しくは下記までお問合せください。
　今後とも安定した事業運営のもと一層のサービスの充実に努め、赤十字に関わる皆様に安心をお
届けいたします。


